
ニュース・ダイジェス卜

.~砂 150 新しいBusiness Continuity Management (事業纏続マネジメント)規格を発行
ISOは新しい事業継続マネジメント規格、 IS022301:2012 社会セキュリティー事業継続マネジメ

ントシステムー要求事項を本年5月 16日に発行した.

IS022301は、事業継続マネジメントシステム (BCMS) を計画、確立、実行、運用、監視、見直し、

維持し、継続的に改善するためのフレームワークを提供する.事故、災害はいつなんどき組織を混乱

に陥れるかわからないが、 IS022301 を適用することで、組織は事業を継続することが確実にできる

ようになる.

IS022301は、 ISOの新フォーマット、すなわち共通テキストを使用した初めての規格である。今

後発行されるであろうIS09001 (品質マネジメント)、 lS014001 (環境管理)やISO/IEC 27001 (情

報セキュリティーマネジメント)などの、他のマネジメントシステム規格との共通性が確保されてい

る。

IS022301は、自己評価だけではなく第 3者認証にも利用できる。すべてのセクターでの事業継続

性の役割を考えると、 IS022301は世界的に大きな利用可能性がある.シンガポールやイギリスは既

存の国家規格をISO 22301に置き換えるなど、これまでに多くの国がIS022301の適用を開始してい

る.グッドプラクティスを適用してこの規格に対する認証を得たい世界中の企業の関心を引いている。

IS022301はISOの技術委員会であるISO/TC 223 社会セキュリティーが開発する一連の規格の一

つであるが、来年の早い時期に、 追加文書である指針ISO 22313が発行される予定である.

http://www.iso.org/iso/pressrelease.htm?refid=RefI5 8 7 
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テクノファ最新ニユース
-芳男雪合gg与定【第7回環境プランナー・ベーシック資格試蹟】 2012年6月 17日に実施
目指すべき環境プランナー像を「環境リテラシーを

備え、企業活動、製品、 サービスを持続可能性の視点

で翻訳して企業の環境経営を促進する人」と描いてい

ますが、そのファーストステップとして第 7回「環境

プランナー・ベーシック資格試験」を北海道・仙台・
東京・名古屋・大阪・金沢・広島・福岡の全国8会場
で実施し、約160名が受験しました.

合格率は 7割弱と好成績で、特に記述式問題での高

得点の方が多く、年々受験者のレベルの高さが窺われ
ます。

7 月現在、環境プランナー登録者総数は、 1，311名とそのネットワーク網は日本全国のみならず海外に

も広がりつつあります。

今や企業に環境プランナーの視点が広がりつつあり、エコ検定(環境社会検定試験) のセカンドステッ

プ試験として定着しつつあります.次回第8回試験は11月 18日(日)を予定しています.詳細のわかる

“環境プランナー・ベーシック資格試験リーフレット"を差し上げています。ご希望の方はメール

(plaruler@也chnoflぽ.∞，jp) またはお電話 (044-246-0910) にて資料をご請求下さい。

第19固 テクノフア・フォーラム
開催国雇決定

日程: 2012年12月27日(木)
場所:きゅりあん(東京都品川区)

予定講演者:
早稲田大学理工学術院教授棟近雅彦氏

元通産省原子力発電安全管理課長
現高知工科大学客員教授神田 淳氏

立正大学心理学部教授 小海康司氏

*詳細、 申込開始は 10月下旬予定

第2固 テクノフア・フォーラム大阪
開健旦糧法定

日程: 2012年10月23日(火)
場所:エルおおさか(大阪市中央図

予定講演者:
平林良人
ISCコI/TC176/SC2日本委員側テクノファ代表取締役

福丸典芳氏
品質マネジメントシステム国際対応委員会委員他

野口和彦氏
15031000 日本代表委員
輔三菱総合研究所リサーチフエロー

女詳細は8月下旬に、弊社ホームページにて
ご案内いたします。

重量副J!Iii~マネジメントシステム規格共通テキストと次期1509001への・5・
(5Q33) 

今後制定・改正されるISO MSSの共通化ルールが“ISO!IEC Directlves補足指針・附属書
SL" として定められました.共通化ルールの内容、次期IS09001改正への影響について、
ISO/TMBバ‘AG対応国内委員としてその検討に携わった平林良人(弊社代表)が解説する
特別セミナーです.

く東京> く大阪>
日程: 2012年9月12日(水) 日程: 2012年10月23日(火〉

13 : 30-16 : 30 10: 00-13 : 00 
会場:大田区産業プラザ(東京都大田区) 会場:エルおおさか(大阪市中央区)

講師:平林良人様式会社テクノファ代表取締役
受講科: 8，800円(テクノファ会員 7，920円〉

*名古屋・福岡でも開催予定(詳細は弊社ホームページをご覧ください)
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| 第1 固テクノファ・フォーラム大阪 | 
本稿は先号「テクノファ最新ニュース」にて触れましたが、 4月大阪で開催された

「第 1 回テクノファフォーラム大阪」の語演から二題御紹介します。

1509000のファミリー改正動向
株式会社テクノファ代表取締役平林 良人

皆さんこんにちは。

昨今のIS0マネジメントシステムを取り巻く状

況についてお話します。日本にIS0マネジメシト

システムが導入されて約20年経ちます~ 1990年

当時、日本品質保証機構が1S09000の認証制度を

閣総その3年後に日本適合性認定協会将位され

我々テクノファも同年に創立しまして同時に歴史

を歩んでまいりました.

-マネジメントシステムの歴史と菱化

そして今年2012年、マネジメントシステムに様々

な意味での変化が生じつつあります。日本で20年、

世界的には30数年の歴史の中で認証制度の持つ意

味が多様化しており、私自身この状態で良いのか

との疑問を感じつつも闘わってまいりました。こ

の制度の更なる向上により組織での優れて有益な

ツールとして活用させたい想いと、機能的な活用

がされなければ余計な出費に終止してしまう危倶、

その両面を20年経て再考する時期が来たと考えて

おります。

ベースの1S09000を中心に変化しつつある動向

として、ファミリー規格内での1S09000規格は改

正されず進展がありませんでしたが、ととに来て

I釦9001の改定に合わせて議論しようといった段

階です。一番大きな要求企画であるIS09001は3

月に改正ソフトが決定し、 2015年をめどに大きく

変わる予想で、本年2月にはワークショップも開

催され日本の体制に関する議論が始まっています。

-その他の150活動について
この機会に余り話題に上らない活動をご紹介し

ておきます。 1S0は近年変貌し多くの規格が作ら

れていますが、 3年ほど前からPC242の専門委員

会では中国が力を入れてきていますa PCとはプロ

ジェクトコミッティ、今まではTC (テクニカルコ

ミッティ)というサプコミッティがありましたが、

新たな制度、 PCの国際的な委員会が4-5年内に

設立される予定でして日本でも製造業の海外疏出
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に対して、今後はインフラ輸出を日本の基幹産業

にするべく、下水道・電力網・鉄道網・様々なア

メニティ(住居の快適性) 等のピルディング或い

は省エネ関係の大規模なインフラの輸出拡大に対

応した国際規格を作っていくことが最近認められ

ました。フランスも同様の提案をしており協調し
て進めようという段階です.日本も各国に合わせ

て遅れを取らないようにしませんと、中国が花火

を国瞭規格にと提案したほどに世界のスピードは

加速しています.

.1509000ファミリー改正動向

1S010001は行動規範で 10年経ちます.企業が

社会的な行動をする時の規範をガイド規格化した

ものです。 IS010002は苦情への対応をまとめた

ものですQ 1S010003は外部紛争解決で苦情が紛

争に拡大しない為の対応規格ですa 1S010018は

人的な側面、経営の中心となる人々のモチベーシ

ョ ンや適材適所配置のガイド規格ですQ Time. 

S泥ed and Agi五W はエジプトの提案で、 時期を

逃さず成果を挙げようというものです。

IS019011は内部監査用のメジャーな規格です。

1S0/TSI0004は顧客満足度アップのためのガイ

ド規格です。 ISO/WD10008はインターネットシ

ョッピングのような電子商取引のガイドとして消

費者からのクレーム対応や適切な取引が行なわれ

るための規格です。

「
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ととまで9000関連だけですから14000関連です

と更に2--30種類あり、情報セキュリティ・食品

安全、 50001エネルギーマネジメントシステムも

含め周辺規格が次々と作られています。企業、組

織の立場で見て頂くと、こうして樽々な規格が出

されてもどう対応するのかと畔易されているのが

実態だと思います。多くは途上国の方々が、先進

国で確立した制度の利便性を享受できるととを理

由に新提案の国際規格に投票する釈です。計算し

ますと、毎日およそ10種類の園僚会識が聞かれる

ととになり費用が掛かるため、日本は反対が多い

です.

.MSS共通文書化
IS09001改正の決定に合わせて共通文書化の動

きが大きく影響を及ぽすことになりそうです。

2008年にJTCGという組織カ句ぬのTMB (議決機

関)内に作られ、そこでマネジメントシステム規

格は今後、共通文書に全て従うと決定されました。

2008年度版の文書管理の場合9001 と 14001は文

章が多少異なっていても内容的にはほとんど共通

であるように、他のいろいろなマネジメントシス

テムでも同様であり、非常に使いにくい為、産業

界から早急な一本化の要望が10年以上前から上が

っていました.しかし、表現が具なる上に委員会

毎の狙立性もあり共通文書化には至りませんでした。
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ょうやく課題が統一される運びとなり良かったと

感じております。

全てのマネジメントシステム規格の構造を同ー

にし、使用する定義・用語の整合性も可能な限り

共通化し、文書(テキスト)を同犠式にしようと

いう方向です。運用管理についてはそれぞれの要

求内容の目的に従い、記載は各委員会に合わせて

システム化し、将来にわたって容易な利用を維持

するために文章化・標準化・教育訓練のマネジメ
ントレビューなどは同一文章にするととが決定し

ました。 2月の採択では「原則としてこれから制

定されるすべてのマネジメントシステムは共通テ

キストに従わなければならない』と原則が強調さ

れています.

規格テキストの骨格は次の通りです。

序文 1 適用範囲 2引用規格 3用語及び定
義 4組織の状況 5 リーダーシップ 6 計画
7支援 8運用(記述が自由になるところだが、

8 ・ 1ではプロセスは決まっている) 9パフォーマ

ンス評価 10改善(是E処置)

この様に全て共通文書で表記されることになる

ため、 4--5年後には会社経営維持に置結する仕

組みとして組織に統合されたマネジメントシステ

ムとなって、規格認証分野は大きく変革すること

になるでしょう.今後のこうした動きを、是非注

目していただければと思います。

、

150の本質と内部監査の成熟度モデル
嗣福丸マネジメントテクノ代表取締役福丸典芳氏

続いて、 lS09000の本質とISO内部監査の成熟

度モデルについてお話しします.様々な組織で内
部監査が行われていますが、 IS09000の本質を理

解していないところにテクニックを持ち込んでも

なかなか上手くいかないのが実情だと思います.
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圃箇さんへの質問
IS09001の本質について質問してみます.

rIS09001 ・ lS014001の認証維持にリソースが

掛かつて大変だと感じている方はどれ位いるでし

ょうか」約半数です。 r審査の前に輩備活動をし

ているところはありますか』結構多い?れ「品質・

環境マニュアルはほぼ要求事項の箇条と整合して

いる所はJ r審査への期待と認証費用を比較する

と認証費用が高いと感じている所は」やはり結構

多いですo r自己認証システムがあれば使いたいと

思う所」少ないです. 口S09001 ・ IS014001は

パフォーマンス向上に寄与しているという所はJ
少ないですo r内部監査が機能していると恩う所J

少ないですo r今後もlS09001 ・ lS014001を使い

たいと思っている所J 若干です.

ここから判るのは、やはり認証がターゲットに



なっていることですが、認証目的ではなく自組織

のマネジメントシステムを効果的・効率的に運営し、

パフォーマンスを上げていくことを考える方が良

いのです.組織は1809001 ・ IS014001が無くて

も維持のため、必然的に内部監査以外はそうした

活動をしてきでいるのです。予防も未然防止措動

として、是正処置は再発防止活動としてごく当た

り前に行なわれていたわけです.それを考えると

それほど難しくはなさそうですが、どうも上手く

いかないようです。

-組舗のマネジメントシステムの彊曽根況
そ乙で、群馬県のISO機構に所属する100杜ほど

にアンケートを取りました。取得年数は10年以上

が半数で、回答者は本来経営者が望ましいのです

が管理責任者が多く半分です。規模の特徴は200

......300名の中小企業が多いという所です。

まず「役立っていますか」という質問に対して構

築時と現在を比較すると理解度・納得度・浸透度

は上がっているととが植認されました。次に「経

営活動とISOの統合状視はどうかj に対しては組

織規模が小さいと統合され、規模が大きいとバラ

バラになる傾向が見られますが概ね統合されつつ

あるようですo rどう役立っているか」に対して

は中小企業では顧客からの信頼・品質・顧客満足

が基本的に役立ってきています。

経営と一体化のための工夫

「経営自楓に品質 E 環境目楓を含める』がトップ、
「肉郁監査の工夫」、『改善運動の実施JO)I慣であった.
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「経営と一体化の為にどの様な工夫をしているか」

に対しては経営目標の中に品質・環境を複合して

掲げているところが多く、次いで内部監査の工夫、

改善活動の方法論として改善の実施の順になって

います.

「役立っていない理由」は4割が理解不足です.

効果が上がらない、経営と一致していない、過剰

な住組みなどが出ていますが、やはりISOを充分

に理解するに至っていない事です.内部監査の結

果が出にくいのは、ひとつには第三者認証と同じ

方法で適合不適合のみ行なっていることに理由が

5 

役立っていない原因

r I SOの理解不足」が約40旬、ついで『肉侮監査
が効果をあげていないJ 、 「経営と一致レていない」
および「過刷なし〈みJ と続〈。

思摘『 園。_.

開制・岨回開

輔

易問
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'圃

帽

あります。要求事項の本簡は経営上でお客様のた

めに問題を起こさないように内部監査をすること

ですが、目的均吋aれていると言えます.認証のた

めに何かをやるのではなく、結果として認証が与

えられるのですが、混乱するわけです。

自社のマニュアルの問題

マニュアルの問題点があるとしたらどんなとζろか
・「想定顕が多すぎてなかなか臨めない」が
トップであった.

置車

.・睡.
l1li 1 姐圃 IZ

""<場

1G‘ 
時

E蝿

「マニュアルの問題」では規格が多すぎて読み

きれないがトップです。作成当初に比べてサーベ

イランスのたびに細分化し増殖しています.

1809001で標準化する前に構造体系をしっかり考

えると聾理できるのですが、それを避けて今ある

ものに追加していったため増えてしまった事につ

いては規格自身も問題があります。規定類が多す

ぎて問題が読めない、要求事項そのままの文章で

は分かりづらいなどの問題があります。 r;経営課題l

では人材育成の強化・現場部門の品質向上(日常

管理の強化)となっており、そのためにはツール

を使った改善活動が必要です。バブル以降海外移

転や定年退職により知識の空洞化が進み改善に擦

がらないととろも結構あるように思います。 rマ

ニュアル」はシンプル化し、組織の全体像が見え

る形にしたい、との回答が五割ほどありました.

rQMSの活用先」は不良の再発防止・標準化・教
育訓鮪に大きく活用されています，

「内部盤遺蛍討白乾l は、大元の監査員の管理技術・



「

肉郁監査強化賞
『有効性監査に実禽』がω%、ついで「肉傷監査員の再字曹』
が3296で、 .ø園"を~~<上園った.
『肉悔監査員の再傘.J は、 〈霞関:肉傷量査が効果を上げて
いない}に討し『匁織の理錫不足』を回答した組織の岡・s・
の現れか.

墨岨'有量金量牽
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固有技術の上手な活用による監査が有効性監査の

条件になると言えます。 r自由記入j では、社長

と調整をしながら経営との一体化を行なっている。

あるいはプロセスアプローチ監査の実施、 IS0推

進体制の工夫ではトップがはっきり決める、改善

活動の実施などの回答がありました。

「なぜ上手くマネジメントシステムを活用でき

ないのか」というと、ほとんどの企業がIS09001

の意図するところを誤解しているのではないかと

思います。基本は品質保証の規格であり、それに

よって認証されるととは品質保証を行っている組

織であると証明していることになります。公平性・

信頼性の観点から、第三者による認証が望ましい

わけです。また、自己認証のあり方についても検

証しているところです。

1S09001の規格を見ると業種・業態・規模に関

係なく運用可能であり、企業の固有の品質モデル

とはかなり事離しています。そとで、原点に立ち

返って独自モデルを品質保証体系とマネジメント

システム体系からしっかり作らなければならなり

ません。品質保証能力を評価しているものと置き

換えて考えるととになります。

.150序文を検討してみよう
では、どうすればいいのでしょうか。 1S09001

の序文に戦略とありますが、何の為にQMSを構築

しているのかを明確にするために、組織環境の変

化や資源不足などのリスクを考えてシステム設計

をする、という根本的な考え方を示しています。

同時に「構造の画イほ意図してない」とあります。

組織が違えば品質保証の仕組みやマニュアルも異

なるのでそれぞれに合った仕猫を作るのが重要です。

また「品質マネジメントシステムについての要求

事項は製品に対する要求事項を補定するものである」

とあり、製品仕様書に書かれたものは全て要求事

項で、 これを設計で作り込んでいるわけです。品質・
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環境・安全を含んでおり分離して考えない方が上

手く進みます。

この規格lま，製品に適用される顧客要求事項及び法令・規制
要求事項並びに組織固有の要求事項を満たす組織の能力を.
組織自身が内部で解価するためにも，認証樋闘を含む外郎
様闘が評価するためにも使用することができる。

-組織固有の要求事項製品に適用するために企業自身が
決めている要束事項(例.標準煩に記載した内容}
・組織の能力 :QMSの遭曾管理に必要な要素{例:方針管理、
霞計管理、調逮管理、生産管理、工程管理、顧客管理など
の計画、!lU匝状況、成果)
・組.自身が肉衝で解値:肉害事監査、マネジメントレビュー
・外傷緩慢:頭書{ニ者)、官公庁など

肉侮監査、マネジメン
トレビューで能力を
評価していますかq

それから「組織固有の要求事項」とは自分で決

めた標準類に記載したものです。組織の能力を内

部監査で見ないといけませんが表面的なところだ

け見ている場合が多く、組織の能力まで見切る力

が内部監査には要求されます。そのためには内部

監査員の力量トレーニングも必要になってきます。

「評価の対象は組織の能力であるJ と言えます。

-マネジメントレビューとは
マネジメントレビューとは何か。基本的にはト

ップマネジメント自身が自社で運営管理している

マネジメントシステムが機能して目標達成が出来

ているのかをきちんと評価するのがポイントです。

トップマネジメント自身が自分たちのQMSが良い

のかを判断することです。それには結果系の情報(ア

ウトプット・アウトカム)と要因系の情報(プロ

セスの活動)が必要です。

-内部監宣では何を見るのか

内部監査では何を見るのかというと、プロセス

の活動状況及び成果を評価します。

どの様な視点からか見るかというと、基本的に

はプロセスには資源、活動、監視、測定がありま

すが計画通り実施されているか見る乙と、それが

適合性の監査です。

次に計画通り実施して結果が出ているかを見る、

これが有効性の監査です。

もうひとつはプロセスの資源、活動、監視、測

定が効果的で効率的かを見ます。要するに計画そ

のものが良いかを見ることが内部監査には有効な

手段ですが、力量が低いとこの部分がなかなか実

行されていません。内部監査員の力量に左右され
ることになります。

内部監査報告の様式についてはプロセスの計画、



実施、結果についての強み弱みを特定する形にし、

報告が活きるようにしています。

肉部監査の報告様式

.査対a
強み .110 不適合 司k.:繍繍 纏鍵事例プロ也昆

世計・ .畠也，前畠憶.1車が市緬a唱E:，官、 隊.骨.計量情で晶虜お費車るが目・ A置よa唱時2晶鋼週曲が間殴齢温肘冒品唱曲開発

τとらいれ晶τ1It!い.章置いが

四連 包陣Zニ~II.)宥E量E量Aブt回w 園遣先が1艦 サ骨闘プレにヲビ特イュラチー&ェ奇よーEいE>・
園。τいる

，由晶骨固骨晶・4b-tF 

製造 ..  盤情骨量 AIl晶骨エー・ 在庫晶由e・・ a温E泉E処に瞳置信咽事置ぜ固 ポ拠司"・0
品骨わ-・れ鼻て骨L喝ff'" 箇由iI'l.O曹畠 る1=舗が付いてい 婦して易L量喝但ー

~. 骨作骨膚量す作晶と事相よい震音

プロセスの計画、実施、結果についての強み・弱みを特定する

.1509001 の適用範囲

IS09001の適用範囲を考えてみましょう。

a) 顧客要求事項及び適用される法令・規制要求

事項を満たした製品を一貫して提供する能力を

実証する必要がある場合にIS09001を適用する

としています。一貫して提供する能力が第三者

認証で評価されている訳です。

b) 法令・規制要求事項への適合の保証を通して

顧客満足の向上を目指す場合、顧客からの要求

を満たして満足を得る仕組みが自社のマネジメ

ントシステムであり、第三者機関で評価します。

.まとめ

IS09001は基本的には一般モデルですから組織
固有のQMSモデルを特定する必要があります。

QMSの設計においては品質保証活動の要素を考え

なくてはいけないという事で、今回変えるときに

はIS09001の箇条を忘れて自社のモデルに合った

構造化をしていく乙とが必要です。

IS09001は品質保証活動の要素が非常に広くそ

乙を考えながら規格化していくことが重要になり

ます。ですから品質マニュアルに載せるのは

IS09001の要素ではなく、品質補償活動の要素で

あり、結果的にIS09001に合致していることにな

るのが良いと思います。

そしてIS09001はあくまで要求事項ですから振

り回されないようにしてください。 2015年に若干

の要素は変わりますが意図は変わりませんのでそ

乙を理解していただきたいと思います。

第三者認証は顧客の代行としての目線で見る審

査です。 IS09001は国際規格ですから最小限の要

求事項しかありません。要求事項を満たすことは

組織の能力を示す事です。環境変化に対応するた

めには組織能力を改善していく必要があります。

何処を変えればよいのか理解するには能力の分析
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と明示がされなければ出来ません。仕組みの改善

により、目標が達成できる乙とに繋がります。

もう一度「品質保証とは何か」という原点に返

って要素は何か、その為の活動は何か、能力の明

示はどのようにしていくかを是非検討していただ

ければペイした分を上手く使えると思います。

.内部監査の成熟度の向上

次に「内部監査の成熟度の向上J ですが内部監

査は4段階に考えています。

肉部監査の高度化への道

.s慮. -

{馴鹿.レベ』凶).~マ

事袋店・1:::着目し Y" 

た肉晦量
.2.陶 //

{成制:内1-2) ~V 

有論性に着目した

.1殿聞 肉錫量査ー←
ノ 7 結果からプロセスを

{威.鹿.レ.-tJj，1) /ンイ 餌価する能力がポイント

18090“Iこ畠づい 、y
た肉・監釜

第一段階・成熟度レベル 1 はIS09001の要求事

項に基づいた内部監査です。構築段階で要求事項

に合わせて組織がQMSを設計する必要があり、要

求どおりに設計されているか評価し、決められた

とおりに運用管理されているか監査するのが基本

的な役割です。

その時点で内部監査をサポートするトップマネ

ジメント(内部監査員の教育訓練の資源供給等)、

管理責任者(IS09001の理解と監査員の力量保持)

及び被監視者(真撃な捉えと改善)の役割が重要

です。監査技術としての基本は作業標準通りに行

なわれているかをチェックリストに従って観察、

質問により確認し、標準通りに行なわれていない

場合は不適合を明確にして記録します。

第二段階・レベル2は有効性に着目した内部監

査です。内部監査が機能してくるとIS09001の要

求事項に適合しない状態が減少してきますが、目

標に対して結果が悪い場合はプロセス修正までに

立ち返る内部監査をしなければなりません。

そのための有効性評価技術が必要で、結果から

プロセスを評価する技術を身につけることです。

教育訓練としてはプロセスアプローチの考え方

に基づいてプロセスを評価する技術を解説し、質

問技術を習得すること、また事例分析の演習も有

効背の評価になります。

「本当の有効性」 とはお09000の定義によると、

計画した活動が実行され計画した結果が達成され



「

た程度となっています。組織における日常の事業

計画には効果と効率に関するものが入っています。

内部監査でこの両面を見ていけば有効性の評価に

なります.

第三段階・レベル3になれば事業活動そのもの

に着目した内部監査となり、品質マネジメントシ

ステム監査からマネジメントシステム監査への移
行となります。

結果的に見て、全てのパフォーマンスは組織が

運営しているので一体化した見方をした方が良い

という事です。特にプロセスアプローチの方法を

考えながら行なうと効果があります。

その為にはマネジメントシステムの構造を明確

にしてPDCAサイクルを回し、 SDCAになってい

るかを見ながら考えて行く事が重要です.その際

には内部監査技術を確保し変化点に着目しないと

いけません。マネジメントシステムそのものを見

るには1S09001に加えて固有技術、管理技術をし

っかり持って評価しないと上手くいきません.同

時に統合するとマネジメントマニュアルが出来上
がります.別々に運営するのは監査の連続になり

維持管理の上でもったいないととです。

マネジメントシステム統合のメリット

1・事援活動との一体化
事集計圃@展開とマネジメントシス予ムの還.管理の墜合
tlbfl量化され.事象活動との一体化が園られる.

.マネジメトシステムの織持管理の効皐化

マネジメントシス手ムの推進事積局、肉郎監査及びマネジメ
ントレピューなどの敏合!とよる拍車化が園られる.

・抱合審査への対応
審査対応穏・の量'*化にフながる.

・マネジメントシステムに闘する理解の向よ
要員のマネジメシHこ闘すUMが高*"る.

マネジメントシステムの計画を実現する仕組み

のプロセス設計をもう一度考え、また運営管理モ

デルを利用して事業管理をしっかりやって行くと

とでEü9001から事業活動そのものを見ていきます。

Bコ9001の型は使わず、仕事そのもの舗羽海手順)

を観察してプロセス展開図を利用すると良いでし

ょう。プロセスの能力を徹底して調査し、その結果、
①効果的で効率的な点 ②要求事項を満たしてい

ない点 ③改善した方がよい点、との3点に着目

する方法があります。第三段階で必要な知識は固

有技術及び管理技術に関する深い知識(品質管理
検定2級以上)が必要です.

第四段階は自己評価を活用した内部監査で、か

なり高いレベルになります。基本的にはパフォー

マンスの評価技術が高くなりますので内部監査ま

で行けるかは難しいところです.内部監査は時間

が決まっていますし、加えて監査員がプロセス全

てを理解していないため、内部監査で詳細なプロ

セス能力まで評価するには限界があります.

そこで、プロセスオーナー自身が能力を明らか
にした上で自己評価を内部監査に使うことが考え

られます。自己評価としては昨今の変化に耐えら

れるような能力なのかを今後に備えて考え、改善

していくことが必要になります.自己診断をして

その結果を事前に監査委員に報告するわけです.

それにより内部監査をする重点項目を具体的に

決めると同時に、コミュニケーション監査といって、

今までの監査は監査員が質問して期聞が回答する

というスタイルでしたが、監査の前に機関に説明

を求めてそれを元に内部監査をしていく方法もあ
ります.

とれらを進めていくと「今何をしているかJ が

分かってきます.自己評価でのマネジメントシス

テムのパフォーマンスの成熟度レベルを評価し‘

改善する目的を持つ方法として大きく三つ、①

JISQの9004持続的成功のための運営管理、②

TQM4段階モデルの自己診断、③J1SQ9006寅マ

ネジメントシステムー自己開面の指針があり ます。

-一般的なマネジメントに闘する研修
P.F.ドラゥ1l-ll>薯.rマネジメシト‘本在庫剛J(ヱツセンシャJレ

I版}に闘してぜミ形式で研修を符ヨ.

ー} ・マネジメント . • 本と原則"の感践を1月前に4語録する.

b) a・1週間前に受餓者1ft解脱する項目を爺飾が指定する.

c) 盛観者は指定された項目のP門司E作嫁する.

PPT作成に当たっては.illJ1及び例21=示す・e曜を..障者に
示し、 ζれを.~にして作風を行う.

d) 解験する項目~受講宥の事象扇動状Rêの盤異分析を行弘

・} 作..しず夕刊号及び鑑興分締を元に畏務者が解説し.全員で
寅.JS容を符1.~1t.が温鍋商事践を行う.

他にも自己評価技術の研修方法がありますので
御紹介したものを含めて参考にして頂ければと思

います.

ど清聴ありがとうございました。
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